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研究要旨 
 本研究の中で、慢性疼痛患者における発達障害の関与に関する研究を行った。当院疼痛医療
センターを受診し研究参加の同意が得られた20歳以上の慢性疼痛患者に対して、治療開始前、
治療開始後3ヶ月、6ヶ月に発達障害に関する質問紙（自閉症スペクトラム指数、成人期の
ADHDの自己記入式症状チェックリスト）、及び痛みセンターにおける通常の診療で行っている
評価（身体所見、身体機能、痛みの程度、痛みと関連する可能性のある心理的因子を評価する
質問票（痛みの破局化思考スコア、不安とうつの調査票）、QOL調査票（EQ-5D））を実施した。
実施した質問紙等のデータは今後代表施設に提供・集積し、１）慢性疼痛患者の特徴（一般成
人の値と比較）、２）治療前後の比較（対応のあるt-検定）、３）治療成績良好群と不変群の比
較（ノンパラメトリック検定）、４）発達障害の可能性の有無と治療成績、および関連因子（相
関解析、回帰分析）について解析する予定である。 

 
Ａ．研究目的 
集学的痛みセンターを受診する慢性疼痛患

者における発達障害の実態を明らかにする。 
 

Ｂ．研究方法 
当院疼痛医療センターを受診し研究参加の

同意が得られた 20 歳以上の慢性疼痛患者に
対して、治療開始前、治療開始後3ヶ月、6ヶ
月に発達障害に関する質問紙（自閉症スペク
トラム指数、成人期のADHDの自己記入式症状
チェックリスト）、及び痛みセンターにおける
通常の診療で行っている評価（身体所見、身
体機能、痛みの程度、痛みと関連する可能性
のある心理的因子を評価する質問票（痛みの
破局化思考スコア、不安とうつの調査票）、QOL
調査票（EQ-5D））を実施する。慢性疼痛に対す
る治療は、各痛みセンターで通常の治療を行
う。実施した質問紙等のデータは代表施設に
提供・集積し、１）慢性疼痛患者の特徴（一般
成人の値と比較）、２）治療前後の比較（対応
のあるt-検定）、３）治療成績良好群と不変群
の比較（ノンパラメトリック検定）、４）発達
障害の可能性の有無と治療成績、および関連
因子（相関解析、回帰分析）について解析す
る。 
（倫理面への配慮） 
大阪大学倫理委員会の承認（19199）を受け

て実施した。 

 
Ｃ．研究結果 
2019年9月4日に大阪大学倫理委員会の承

認を得た。その後、質問紙の実施体制を整え
て、データの取得を開始した。 
 
Ｄ．考察 
今後の取得データを解析して結果について

考察していく予定である。 
 
Ｅ．結論 
次年度も引き続き、対象患者に対して質問

紙等のデータ取得を進める予定である。 
 
 
Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載 
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② 高橋亜矢子, 植松弘進, 大迫正一, 博多

紗綾, 鈴木史子, 松田陽一．超音波ガイ

ド下耳介側頭神経ブロックによる三叉神
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経第三枝急性期帯状疱疹関連痛の治療経

験．日本ペインクリニック学会誌 2019; 

26(1): 44-47． 

 

2.学会発表 
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Fujino Y. A Randomized Comparative 

Study of the Utility of Laser-guided 
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松岡由里子，藤野裕士，松田陽一．クロ

ナゼパムが肢端紅痛症による両足の痛み

に対して有効であった一例．日本ペイン

クリニック学会第53回大会 2019． 

④ 佐藤ゆかり，植松弘進，高橋亜矢子，溝渕

敦子，博多紗綾，藤野裕士，松田陽一．
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亜矢子，博多紗綾，大迫正一，溝渕敦子，
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痛患者に対する運動・生活指導の効果．

第12回日本運動器疼痛学会 2019． 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 

 


